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花を使った６次産業化「ドライフラワーの魅力発信」 



花
を
使
っ
た
６
次
産
業
化
の
推
進 

果
樹
の
剪
定
・結
果
枝
管
理 

図２．ナシの短果枝着生の為の予備枝のとり方 

   

「
地
域
交
流
館
み
ほ
ふ
れ
愛
プ
ラ

ザ
」
に
お
い
て
、
ア
レ
ン
ジ
講
習
会

を
定
期
開
催
し
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
普
及

セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
講
師
と
な
り
、

農
業
者
ら
と
一
緒
に
な
っ
て
色
鮮

や
か
な
リ
ー
ス
や
ブ
ー
ケ
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
作
成
し
た
ブ
ー
ケ
は

直
売
所
で
も
試
験
的
に
販
売
し
、
商

品
力
の
見
極
め
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
今
後
も
花

の
６
次
産
業
化
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。 

           

                          

  

 

 

① 

主
枝
・
亜
主
枝
先
端
部
の
更
新 

主
枝
・
亜
主
枝
の
先
端
が
衰
弱
ま

た
は
下
垂
し
た
場
合
は
、
上
向
き
の

新
し
い
側
枝
や
発
生
方
向
の
よ
い

徒
長
枝
の
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
切
り

戻
し
て
先
端
を
更
新
し
て
樹
勢
を

維
持
し
ま
し
ょ
う
。 

② 

枝
の
更
新 

側
枝
は
三
～
四
年
を
目
安
に
更

新
し
、
長
大
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
側
枝
基
部
の
短
果
枝
が

は
げ
上
が
っ
て
き
た
ら
、
近
く
に
発

生
し
た
発
生
方
向
の
よ
い
一
年
生

枝
を
活
用
し
て
、
新
し
い
側
枝
を
育

成
し
ま
し
ょ
う
（
図
１
）。 

一
年
目
冬
に
、
新
梢
を
切
返
し
ま

す
。
強
い
発
育
枝
は
軽
く
切
返
し
四

五
度
に
誘
引
し
ま
す
。
翌
年
先
端
二
、

三
芽
は
長
果
枝
に
そ
れ
以
下
は
中

果
枝
や
短
果
枝
に
な
り
、
三
年
目
夏

に
結
実
さ
せ
ま
す
。 

 

毎
年
二
五
か
ら
三
〇
％
の
側
枝

を
更
新
す
る
た
め
に
予
備
枝
（
二
年

目
の
状
態
）
を
準
備
し
ま
す
。 

 

  

短
果
枝
を
活
用
す
る
こ
と
で
着

果
安
定
し
ま
す
が
、
年
々
花
芽
が
着

生
不
良
と
な
る
の
で
側
枝
の
更
新

を
積
極
的
に
行
う
た
め
に
、
予
備
枝

を
十
分
確
保
し
ま
し
ょ
う
。(

結
果

枝
：
予
備
枝
＝
１
：
１
程
度
） 

 

短
果
枝
の
育
成
は
、
新
梢
を
約
三

〇
セ
ン
チ
に
切
返
し
、
翌
年
予
備
枝

か
ら
発
生
し
た
新
梢
の
先
端
を
弱

く
切
返
し
四
五
度
に
誘
引
し
ま
す
。

三
年
目
は
先
端
新
梢
を
三
～
四
芽

で
切
返
し
、
先
端
以
外
の
新
梢
は
切

り
取
り
、
棚
に
固
定
し
結
実
さ
せ
ま

す
（
図
２
）。 

              

ナ
シ
の
結
果
枝
育
成
の
ポ
イ
ン
ト 

図１．ウメの側枝の更新方法 

ウ
メ
の
剪
定
等
の
ポ
イ
ン
ト 



平
成
二
九
年
産
米
を
振
り
返
る 

  
平
年
と
比
較
し
て
、
本
年
の
平
均

気
温
は
、
七
月
中
旬
ま
で
高
く
、
八

月
上
旬
か
ら
九
月
上
旬
は
低
く
推

移
し
ま
し
た
。
一
日
あ
た
り
の
日
照

時
間
は
七
月
中
旬
ま
で
多
く
、
八
月

上
中
旬
は
非
常
に
少
な
く
推
移
し

ま
し
た(

図)

。
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」

の
出
穂
期
、
成
熟
期
は
平
年
並
み
と

な
り
ま
し
た
が
、
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

は
出
穂
期
が
五
日
早
く
、
成
熟
期
は

一
日
遅
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
稈

長
が
長
く
な
り
、
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

で
は
一
部
の
圃
場
で
倒
伏
が
発
生

し
ま
し
た
。 

           

【
収
量
と
品
質
】 

 

一
〇
ａ
当
た
り
坪
刈
り
収
量
は
、

「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
平
年
並
み
、「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」
は
減
収
と
な
り
ま
し
た

(

表)

。 

 

「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
の
平
年
並
み

の
要
因
は
、
穂
数
が
少
な
く
、
一
穂

籾
数
が
多
く
な
っ
た
た
め
、
「
コ
シ

ヒ
カ
リ
」
の
減
収
要
因
は
、
八
月
上

旬
か
ら
の
日
照
不
足
に
よ
り
登
熟

が
不
良
に
な
っ
た
た
め
と
考
え
ら

れ
ま
し
た
。 

            

「
あ
き
た
こ
ま
ち
」、「
コ
シ
ヒ
カ

リ
」
と
も
に
白
未
熟
粒
や
カ
メ
ム
シ

等
に
よ
る
虫
害
は
少
な
く
、
玄
米
外

観
品
質
は
良
好
で
し
た
。
し
か
し
、

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
が
倒
伏
し
て
い
た

一
部
の
ほ
場
で
は
、
青
未
熟
粒
が
多

く
み
ら
れ
ま
し
た
。 

【
ふ
く
ま
る
に
つ
い
て
】 

茨
城
県
の
育
成
品
種
で
あ
る
「
ふ

く
ま
る
」
は
、
大
粒
で
安
定
し
た
外

観
品
質
と
お
い
し
さ
を
兼
ね
備
え

た
早
生
品
種
で
す
。
生
産
目
標
と
し

て
実
収
量
六
〇
〇
㎏/

一
〇
ａ
以
上
、

千
粒
重
二
三
・
五
ｇ
以
上
を
掲
げ
て

お
り
、
多
収
、
大
粒
で
あ
る
こ
と
が

特
徴
で
す
。
ま
た
、
稈
長
も
「
コ
シ

ヒ
カ
リ
」
よ
り
短
く
、
倒
伏
し
に
く

い
品
種
で
す
。 

本
年
は
水
稲
の
登
熟
期
間
に
あ

た
る
八
月
の
日
照
が
少
な
く
な
り
、

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
で
は
登
熟
不
良
で

減
収
し
ま
し
た
が
、
稲
敷
市
に
実
証

区
と
し
て
設
置
し
た
「
ふ
く
ま
る
」

は
、
坪
刈
り
収
量
で
生
産
目
標
を
達

成
し
ま
し
た
。
ま
た
「
ふ
く
ま
る
」

の
稈
長
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
よ
り
一

〇
㎝
以
上
短
く
、
千
粒
重
も
一
割
程

度
重
く
な
り
、
品
種
特
性
通
り
の
結

果
と
な
り
ま
し
た
。 

稲
敷
地
域
で
の
作
付
も
増
加
し

て
お
り
、
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
「
ふ

く
ま
る
」
の
実
証
ほ
毎
年
を
設
置
し

て
、
検
討
会
な
ど
を
通
し
て
生
産
者

の
皆
様
に
生
育
や
特
性
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。 

【
「
ふ
く
ま
る
」
栽
培
に
お
け
る
全

量
基
肥
診
断
施
肥
技
術
】 

全
量
基
肥
肥
料
を
利
用
す
る
場

合
、「
ふ
く
ま
る
」
の
施
肥
量
は
、「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」
よ
り
窒
素
成
分
で
三
～

四
㎏/

一
〇
ａ
増
肥
す
る
こ
と
が
指

標
と
な
っ
て
い
ま
す
。
以
前
は
，「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」
の
栽
培
歴
が
な
い
圃
場

で
は
土
性
に
よ
る
お
お
ま
か
な
判

定
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
水

田
に
お
け
る
地
力
の
指
標
の
一
つ

で
あ
る
可
吸
態
窒
素
の
簡
易
測
定

方
法
が
確
立
し
，
そ
の
結
果
か
ら
適

正
施
肥
窒
素
量
を
推
計
で
き
ま
す
。 

「
ふ
く
ま
る
」
に
つ
い
て
も
っ
と

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
普
及
セ
ン

タ
―
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

図 旬別の平均気温と日照時間の推移（平年：1981－2010） 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 
日照 

気温 



研
修
型
商
談
会
の
お
知
ら
せ 
Ｊ
Ａ
茨
城
か
す
み
里
芋
部
会

が
設
立
さ
れ
ま
し
た 

新
任
農
業
三
士
紹
介 

平
成
二
八
年
度
退
任
者 

青
年
農
業
士 

横
田 

修
一  

さ
ん(

龍
ケ
崎
市) 

 

栗
山 

壯
史 

 

さ
ん(

牛
久
市) 

長
い
間
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た 

 

   

十
一
月
十
四
日
、
Ｊ
Ａ
茨
城
か
す

み
阿
見
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
で
、
関

係
者
ら
二
十
名
が
集
い
、
「
Ｊ
Ａ
茨

城
か
す
み
里
芋
部
会
設
立
総
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
市
場
担
当
者
を
交
え
て

品
質
・
規
格
を
揃
え
る
べ
く
目
揃
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
規
格
外
品
や

親
芋
と
い
っ
た
、
通
常
廃
棄
す
る
部

位
を
活
用
し
て
試
作
し
た
里
芋
コ

ロ
ッ
ケ
を
試
食
し
、
産
地
振
興
の
機

運
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
普
及
セ

ン
タ
ー
で
は
引
き
続
き
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
、
産
地
を
盛
り
立
て
て

い
き
た
い
考
え
で
す
。 

 

       

  

普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
年
筑
波

銀
行
と
連
携
し
、
農
業
者
向
け
の

「
研
修
型
商
談
会
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。 

本
商
談
会
で
は
、
バ
イ
ヤ
ー
の
方

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら

商
談
を
進
め
ま
す
。
初
め
て
商
談
会

に
出
る
と
い
う
方
も
安
心
し
て
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。 

参
加
を
ご
希
望
の
方
は
後
ほ
ど

詳
細
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、

十
二
月
末
頃
ま
で
に
普
及
セ
ン
タ

ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

日
時
：
平
成
三
〇
年
一
月
末
を
予
定 

場
所
：
筑
波
銀
行
本
部
ビ
ル
一
〇
階 

【
参
考
】
前
回
の
様
子 ヨ

ー
ク
ベ
ニ
マ

ル
、
筑
波
西
武

店
、
外
食
チ
ェ

ー
ン
な
ど
の
バ

イ
ヤ
ー
と
商
談

を
行
い
ま
し
た
。 

  

 

女
性
農
業
士 

 

農
業
経
営
と
農
家
生
活
の
向
上

に
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
担
い
手
の

育
成
や
地
域
農
業
振
興
に
活
動
す

る
女
性
農
業
者
を
知
事
が
認
定
す

る
も
の
で
す
。 

    

武
内
加
奈
子
さ
ん
は
レ
ン
コ
ン

専
作
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
実
践
や

地
域
の
れ
ん
こ
ん
組
合
に
所
属
し
、

品
質
向
上
に
努
力
し
て
い
ま
す
。 

青
年
農
業
士 

 

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る

優
れ
た
若
手
農
業
者
を
知
事
が
認

定
す
る
も
の
で
す
。 

   

 

宮
本
一
治
さ
ん
は
水
稲
の
生
産

を
行
っ
て
い
ま
す
。
受
託
作
業
な
ど

も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
地
域
農

業
の
維
持
発
展
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。 

    

石
井
信
之
さ
ん
は
平
成
二
十
一

年
に
新
規
参
入
し
、
レ
ン
コ
ン
の
生

産
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
別
栽
培
や

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
取
得
し
、
環
境

に
や
さ
し
い
農
業
を
実
践
し
て
い

ま
す
。 

    

池
延
浩
幸
さ
ん
は
黒
毛
和
牛
の

肥
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
内
の

農
業
後
継
者
と
積
極
的
に
情
報
交

換
を
行
う
な
ど
、
幅
広
く
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

    

※里芋コロッケは平成二二年に予定されている

道の駅開設にむけ，阿見町農産加工研究会が現

在開発中です。 

宮
本 

一
治 

龍
ケ
崎
市
羽
原
町 

水
稲 

石
井 

信
之 

美
浦
村
見
晴 

露
地
野
菜 

池
延 

浩
幸 

美
浦
村
信
太 

畜
産 

武
内 

加
奈
子 

稲
敷
市
浮
島 

露
地
野
菜 

JA茨城かすみ里芋部会設立総会 


